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質疑応答

質問者①

1 点ご質問したいことがあるのですが、光学系でさらに極低温の試験を組まれるというこ

とで、ミラーに対するコンタミはかなり問題になってくるものと思われます。

今後、具体的にコンタミに対して、試験運用と試験と軌道上の運用に対して、どのよう

に管理していくのか、決まっていることがあれば教えていただきたいのですが。

発表者

コンタミに関する軌道上での考え方、試験でどのように考えるかといったところで、冶

具としての 300K があり、一方 4K があって、言ってみればこの 4K がかっこうのコンタミ

トラップになっていますので、こういった冶具から見たコンタミをどのようにするかとい

ったところを考えないといけないというところは認識しております。

一つの大きな案としては、バス部と一緒にしない。バス部からいろいろなコンタミが出

てくると思いますので、バスとミッションを SAP も含めて切り離して、冶具でその温度を

カバーして、個々に対するコンタミの影響を取り除くというのを試験では一つ考えていま

す。

軌道上でもすごく重要なところで、打上前に当然のことながら各機器をベーキングしな

ければいけません。具体的な対応策というのはまだ無いのですけれども、光学性能もそう

ですが、熱制御系に対しても大きい影響を及ぼすものがコンタミだと認識しておりますの

で、今後の検討事項だと考えております。

質問者②

LHe を搭載しないで極低温を実現するということですが、衛星の寿命を決定する上で一

番ネックとなる部分はメカニカルな冷却系なのでしょうか。それとも他にあるのでしょう

か。

発表者

過去の衛星では寒剤を積んでいたので、その寒剤の消費時間がミッション寿命を決定し

ていました。SPICA ではご指摘の通り、機械式冷凍機のメカニカルな部分というのが、衛

星の寿命を決める一つの要素になります。

冷凍機は確実に寿命を決める要素となっておりますので、その信頼性の向上というのが

一つの重要な研究課題となって我々が取り組んでいるところです。

質問者③

冷却の話も出たのですが、チャンバになると振動の問題が出てくると思います。6m の中
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に GHe のシュラウドを設けるとお話で、この辺が振動源になると思います。なおかつモー

タ駆動部は、いくら独立基礎を設けても、自身で振動が出てくるので、低温以外にも常微

振動の方の検討が必要かと思いますが、いかがでしょうか。

発表者

SPICA の光学系に関して、擾乱振動というのはまた重要なファクターです。望遠鏡の試

験に対してどのように擾乱を考えていくかというのは、現状まだ検討しきれてないところ

ではあります。ご指摘のように He 配管やモータが擾乱源として存在する試験となりますの

で、何かしらの擾乱を補正する考えが今後必要になると思います。

質問者③

低温に加え、擾乱の方も含めて検討を進めていただければと思います。
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